
22 農業界と経済界の連携による

先端モデル農業確立実証事業［新規］

【５００（－）百万円】

対策のポイント

農業界と経済界が連携して行う先端モデル農業の確立に向けた取組を支援

し、日本農業全体への普及を図ります。

＜背景／課題＞

・我が国農業の生産性の向上等を強力に進めていくためには、農業界と経済界が連携し

て、低コスト生産技術体系の確立、ICTを活用した効率的生産体制の確立、低コスト

の農業機械開発など先端モデル農業の確立の取組を進めていく必要があります。

政策目標

産業界の努力も反映して担い手の生産コストを削減

（コメについては、現状全国平均（１万６千円／60kg）から４割削減（10年後））

＜主な内容＞

農業界と経済界が連携して行う、低コスト生産技術体系の確立、ICTを活用した効

率的生産体制の確立、低コストの農業機械開発など先端モデル農業の確立に向けた取

組を支援します。

具体的には、次のような仕組みで取り組むこととします。

① 事業を実施する農業法人及び連携企業が共同でプロジェクト計画を作成し、プロ

ジェクトを実施（３年以内）します。

② 毎年の収支を明確にした上で、販売収入と生産コストの差額（赤字）相当の一定

割合を概算で補助します。

③ 新技術等の成果は、商品等の形で他の農業者にも広く普及していただくこととし

ます。

補助率：定額

事業実施主体：民間団体等

［お問い合わせ先：経営局経営政策課 （０３－６７４４－２１４３）］

［平成26年度予算概算要求の概要］



農業界と経済界の連携による先端モデル農業確立実証プロジェクトのスキーム

先進的な農業法人と経済界の企業等が連携プロジェクトを組んで、低コスト生産技術体系の確立、ICT
を利用した効率的生産体制の確立、低コストの農業機械開発等の新たな先端モデル農業の確立に向け
た取組を実施。
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※プロジェクトにフル参加するケ
スや一部の協力のみを行うケース
等、様々な企業の参加形態が考
えられる。

コスト 収入

入
ののん

コスト 収入 コスト 収入

入
の

）の
て
ん

入
の

）の
て
ん


